
令和６年度 金沢ＭａａＳコンソーシアム 第２回 総会 

             日時：令和６年10月31日（木）16：30～ 
場所：金沢市文化ホール ３階 大会議室 

   

次   第 

 １．開 会 

 ２．代表幹事代理挨拶 

 ３．新代表幹事の選出 

４．議 題 

    〔報告〕令和６年度事業中間報告 

    〔発表〕プロジェクト提案 

５．基 調 講 演 

福島大学教育研究院 吉田 樹 教授 

「持続する都市と交通に貢献するMaaSのあり方」 

 ６．前代表幹事退任の挨拶 

７．閉 会 
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【正会員（25企業・団体）】

企業・団体名 総会 意見交換会

● ●

● ●

●

アイパブリッシング株式会社 企画戦略部 WEB

一般社団法人石川県タクシー協会 ● ●

石川ダイハツ販売株式会社 ●

株式会社ヴァル研究所 WEB

● ●

● ●

一般社団法人金沢市観光協会 ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

●

●

WEB

WEB

なるわ交通株式会社 ●

西日本ジェイアールバス株式会社〔幹事・監事〕 ● ●

WEB

WEB

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

北陸電力株式会社 WEB

●

●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●
原則、五十音順 54 30

【オブザーバー】

企業・団体名 総会 意見交換会

国土交通省北陸地方整備局金沢河川国道事務所 ●

● ●

● ●

3 2

桝田　由貴子

副会長（石川交通㈱社長） 東　寿弘

営業本部　課長代理 田中　茂

令和６年度 金沢ＭａａＳコンソーシアム 第２回総会　出席者名簿

出席者（役職・氏名）

IRいしかわ鉄道株式会社〔幹事〕

取締役総務企画部長 杉藤　信之

総務企画課長 宮本　典子

総務企画課 佐々木　英雄

専務理事(兼)事務局長 中坂　暢江

株式会社ＱＵＩＣＫ
データソリューション事業本部　副本部長 宮原　栄二

データソリューション事業本部 古屋　和樹

MaaS事業部 豊田　博樹

金沢エナジー株式会社
地域エネルギー企画部　リーダー 野村　泰通

地域エネルギー企画部地域共生安全対策室　副主任 山中　久司

株式会社計画情報研究所
取締役 北原　豪

データサイエンティスト 川田　創士

次世代型交通システム推進協議会
一般社団法人　北陸SDGs総合研究所 武田　幸男

損害保険ジャパン株式会社　金沢支店　法人支社 宮下　泰茂

株式会社ドコモ・バイクシェア
シェアリング事業部　部長 桧皮　貴史

シェアリング事業部　第二まちづくり推進担当 課長 土谷　謙太

バス事業部　営業 道下　泰臣

東京海上日動火災保険株式会社
金沢支店　マーケット開発課長 久保田　祥之

金沢支店　マーケット開発課　課長代理 濱田　大聖

西日本旅客鉄道株式会社〔幹事〕

デジタルソリューション本部　担当部長 神田　隆

鉄道マーケティング部　北陸営業部長 覺井　浩一

鉄道マーケティング部　北陸営業部 高原　孝彦

北陸支店長 大久保　範繁

西日本電信電話株式会社
北陸支店　ビジネス営業部 EPビジネス営業部門　担当部長 安東　宏志

北陸支店　ビジネス営業部 EPビジネス営業部門　担当課長 岡田　優子

株式会社日本海コンサルタント
社会事業本部　本部長 塩士　圭介

社会事業本部計画研究室　リーダー 山村　啓一

BIPROGY株式会社
北陸支店長 平原　賢一

ファイナンシャルサービス　第三事業部 臼木　裕明

株式会社ホクリクコム
デジタルソリューション事業部　係長 川原　康範

デジタルソリューション事業部　主任 竹山　彩

北陸鉄道株式会社〔代表幹事〕

常務取締役 加藤　大勝

企画開発部　部長 冨士登　勝二

名鉄協商株式会社
パーキング北陸営業部　部長 白木　明人

パーキング北陸営業部　マネージャー 小林　翔

企画開発部　次長 下　貴則

石川支店　総務部総務労務チーム  統括課長 浜崎　秀樹

株式会社北國銀行
カード部長執行役員 前川　治樹

カード部兼北国クレジットサービス営業部長 沼田　真二

都市政策局担当次長(兼)交通政策課長 古谷　健

都市政策局交通政策課担当課長 中山　哲也

都市政策局交通政策課担当課長(兼)課長補佐 浅野　成貞

レシップ株式会社
金沢営業所　所長 大森　正和

金沢営業所　担当 上杉　洋平

金沢市〔代表幹事代理・事務局〕

都市政策局長 村角　薫明

都市政策局交通政策監 近藤　陽介

都市政策局交通政策課主査 黒枝　洋平

都市政策局交通政策課主任主事 後藤　杏奈

都市政策局交通政策課係長 泉　一茂

都市政策局交通政策課係長 笠間　彩

都市政策局交通政策課主査 丹後　裕貴

国土交通省北陸信越運輸局石川運輸支局
支局長 猿谷　克幸

首席運輸企画専門官 入口　伸彦

総務局デジタル行政戦略課担当課長補佐(兼)係長 東﨑　志伸

計

出席者（役職・氏名）

計画課長 水野　力斗
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令和６年度 金沢MaaSコンソーシアム 第２回 総会

座席表

出入口

出
入
口

①

⑨

⑧ ⑦

⑤
④

③
②

⑫

⑯

⑰

報
道

報
道

報
道

㉑

⑳

⑮

⑭ ⑬

PJ

⑩

⑪

演台

冨
士
登
代
表
幹
事

司会台

近
藤
交
通
政
策
監

議長席

⑲

⑱

古
谷
代
表
幹
事
代
理

〔代表幹事〕

① 福島大学教育研究院 ② 北陸鉄道㈱

〔幹事/監事〕 〔幹事〕

③ 西日本ジェイアールバス㈱ ④ 西日本旅客鉄道㈱

〔幹事〕

⑤ IRいしかわ鉄道㈱ ⑥ (一社)石川県タクシー協会

⑦ 金沢エナジー㈱ ⑧ ㈱QUICK

⑨ 石川ダイハツ販売㈱ ⑩ (一社)金沢市観光協会

⑪ ㈱計画情報研究所 ⑫ 次世代型交通システム推進協議会

⑬ 東京海上日動火災保険㈱ ⑭ なるわ交通㈱

⑮ ㈱日本海コンサルタント ⑯ BIPROGY㈱

⑰ ㈱ホクリクコム ⑱ ㈱北国銀行

⑲ 名鉄協商㈱ ⑳ レシップ㈱

〔オブザーバー〕 〔オブザーバー〕

㉑ 金沢河川国道事務所 ㉒ 石川運輸支局

㉒

金
沢
市

金
沢
市

金
沢
市

金
沢
市

金
沢
市

④

⑥

②

⑤

⑤
④
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令和６年度事業中間報告 
  

【報告】 
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①のりまっし金沢利便性・操作性向上 〔部会事務局：金沢市〕 

(1) 実施状況 

金沢の交通コンシェルジュである「のりまっし金沢」の利便性・操作性の向上を図るため、アプリ内 

のデザイン・レイアウト、動作環境・起動時表示画面を改良。 

〔改良点〕 

 ・画面デザインを刷新 

・画面切替（遷移）時の所要時間を短縮 

・機能の優先順位を整理し、画面のＵＩ・ＵＸを改善 

・その他 

(2) 時期 

令和６年10月31日 運用開始 

 

〔TOP画面(くらし〕〕      〔TOP画面(観光)〕      〔チケット購入画面〕 
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②金沢まちなか交通ガイドデジタル化〔部会事務局：金沢市〕 

(1) 実施状況 

来街者向けに紙媒体で作成・配布している「金沢まちなか交通ガイド」について、新たに追加する   

デジタル版６言語（フランス語、スペイン語、イタリア語、中国語（繁体字、簡体字）、韓国語）を

作成中。 

  (2) 時期 

令和６年11月末頃 運用開始（予定） 

 

  参考：金沢まちなか交通ガイド（英語版イメージ） 
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目的 ①EBPMの考え方に基づき、データ等のエビデンスを用い、政策目的の明確化、施策・事業の検証・立案を行う。

②成果指標を市民に分かりやすく示し、コミュニケーションするとともに、ＤＸによるニーズ把握を展開する。

Ａ．政策・施策の検証

１）公共交通分担率【重要成果指標】

（市全体、エリア間、まちなか等）

２）事業レベルの効果検証

（例：特定路線、バス停の分散利用等）

Ｂ．施策・事業立案

１）公共交通分担率の低いエリア間移動、

居住地等に着目した施策・事業を立案

２）交通事業や社会実験等の効果をデータ

を用いて評価し、事業を改善

Ｃ．市民への情報提供

１）交通戦略の観測指標・成果指標等の

見える化、自分ゴトとして考える工夫

２）事業、実証実験結果の見える化

（例：まちのり利用者アンケート見える化等）

Ｄ．市民・利用者ニーズ
１）特定のターゲットに対する利用者

ニーズの把握

２）市民が情報を活用し、課題の把握や

プロジェクト検討を実施

③交通データ活用事業 〔部会事務局：株式会社QUICK〕
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目的 ①EBPMの考え方に基づき、データ等のエビデンスを用い、政策目的の明確化、施策・事業の検証・立案を行う。

②成果指標を市民に分かりやすく示し、コミュニケーションするとともに、ＤＸによるニーズ把握を展開する。

Ａ．政策・施策の検証

１）公共交通分担率【重要成果指標】

（市全体、エリア間、まちなか等）

２）事業レベルの効果検証

（例：特定路線、バス停の分散利用等）

Ｂ．施策・事業立案

１）公共交通分担率の低いエリア間移動、

居住地等に着目し施策・事業を立案等

２）交通事業や社会実験等の効果をデータ

を活用し分析し事業を見直す

Ｃ．市民への情報提供

１）交通戦略の観測指標・成果指標等の

見える化、自分ゴトとして考える工夫

２）事業、実証実験結果の見える化

（例：まちのり利用者アンケート見える化等）
Ｄ．市民・利用者ニーズ

１）特定のターゲットに対する利用者

ニーズの把握

２）市民が情報を活用し、課題の把握や

プロジェクト検討を実施

１.新規活用可能データの検証と
新たな分析手法・指標の開発

２.指標の見える化

３.市民意見の収集４.まちなかフリーの
利用分析
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収集
蓄積

【見える化概要】

移動をはじめとする様々なデータを一元管理、可視化できるプラットフォーム上で 路線バスの乗降データやまちの

りの利用データ等を重ねる。これらを用いて公共交通利用へ転換を促す施策の効果検証や新規施策を検討できる

ようにする。

人流データ（新）

バス

徒歩

車

識別

収集
蓄積

分析
可視化

指標データ
（第三次金沢交通戦略）

「見える化」
ダッシュボード

アンケート
（新）

分析

金沢MaaS
コンソーシアム

移動分担率の
算出

移動目的の
推定

選択理由の
把握

分析
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１.新規活用可能データの検証と
新たな分析手法・指標の開発
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人流データとバスODデータ等の組み合わせにより

・“どこからどこへ“の移動の把握と

公共交通分担率の算出等を試行

・移動量や分担率の可視化を試行

【可視化イメージ】

交通の基礎資料及び交通戦略成果指標である公共交通分担
率を人流データ及び既存データ（バスOD等）とのかけあわせに
より分析手法の開発を試みる。

移動量 ：●●
自動車 ：●●
バス ：●●
その他 ：●●
公共交通分担率 ：ｎ％
概算CO2排出量 ：●tco2/地区

【市内全体】
移動量 ：●●
自動車 ：●●
バス ：●●
その他 ：●●
公共交通分担率 ：ｎ％
概算CO2排出量 ：●tco2例：警察トラカン（ポイントデータ）✕RESAS人流（500mメッシュ）による分析例

【１.新規活用可能データの検証と新たな分析手法・指標の開発①】
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【１.新規活用可能データの検証と新たな分析手法・指標の開発②】
オープンデータの可視化。国勢調査の利用交通手段を組み合わせて表示。

可視化対象データ

・バス路線

・鉄道

・利用交通手段※

「乗り合いバス」

（250mメッシュ）

参考

バス停：青ピン

観光地：旗アイコン

※国勢調査。15歳以上自宅外就業者・通学者を対象とし
た居住地に基づくデータ。OD（出発・目的）データの「O（出
発地）データ」に相当する。
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【１.新規活用可能データの検証と新たな分析手法・指標の開発③】
オープンデータの可視化。国勢調査の利用交通手段とバス路線図を重ね合わせて表示。

可視化対象データ

・バス路線

・鉄道

・利用交通手段

「自家用車」

（250mメッシュ）

参考

バス停：青ピン

観光地：旗アイコン
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【１.新規活用可能データの検証と新たな分析手法・指標の開発④】
オープンデータと事業所、観光地データに人流データ（ＧＰＳによる滞在・移動人口データ）を重ね合わせて可視化。

可視化対象データ

・バス路線

・鉄道

・滞在・移動人口※

（125mメッシュ、15分毎）

・事業所（電話帳）

・観光地（独自収集）

※当該事業への有効性を確認するため、KDDIの滞在・移動
人口データ（Location Analyzer）を試験的に投入。バス路線
や事業所、観光地データと重ねて表示。

・期間は2023年12月1日～2024年1月31日。
・15分毎の滞在・移動人口を125mメッシュで確認可能
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【１.新規活用可能データの検証と新たな分析手法・指標の開発⑤】
人流データ（ＧＰＳによる滞在・移動人口データ）とバス停・バス路線データからのインサイト。

可視化対象データ

・バス路線

・移動人口

（125mメッシュ、15分毎）

バスの移動は人流データだけでは判断しにくい。バスの乗降デ
ータがあると判断しやすくなると考えられる。

2024/1/23 10:15-10:29は内灘線のバスは運航していないので、
バス停沿いでもその他の自動車の移動データと考えられる。

→バスのICカードと組み合わせることで、バスかその他の自動
車か判断することが可能になる。
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【 １.新規活用可能データの検証と新たな分析手法・指標の開発⑥】

■今後の取組

北陸鉄道様にご協力いただき、ICカードによるODを取得し、自動車移動とバス移動の分解を
試みる。簡易PT調査結果との照合を行い、妥当性の検証を行う予定である。

本取組の目的であるデータを活用した交通施策の検討材料や、市民への提示（見える化）によ
る興味関心の向上に繋げていきたい。
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２.指標の見える化
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【２.指標の見える化①】
部会メンバーと観測指標、成果指標の可視化コンテンツを検討・協議。

基本方針 具体的な施策 最近の取組状況 備考
基準値 現状値 目標値

持続可能な交通ネット
ワークの形成

公共交通重要路線
の定時性の確保

都心軸におけるバスレーン
拡大社会実験（令和5年度）

公共交通平均所要時間
（有松→武蔵区間） 16分 ●●分 ●●分 令和6年度は期間を2か月に

延長し実験予定

ダッシュボードでの公開レイアウト（案）

観測指標、成果指標ごとに基準値、現状値、
目標値を表示する。

目標を達成しているかどうか分かりやすく可視
化する。
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成果指標（アウトカム）

基本方針

A B C D E

公共交通の利用者数 ○ ○ ○ ○

市内の公共交通分担率 ○ ○ ○ ○ ○

住まいの地区の移動満足度 ○ ○

まちなかの歩行者・自転車・公共交通分担率 ○

まちなかの歩行者交通量 ○

まちなか区域／居住誘導区域の人口密度 ○ ○

公共交通の収支率 ○

公共交通の公的資金投入額 ○

バス・鉄道運転手の採用者数 ○

観測指標（アウトプット）

基本方針

A B C D E

公共交通平均所要時間 ○ ○

公共交通のカバー率 ○

公共交通重要路線１時間あたり便数 ○ ○

運転手確保の支援事業実施数 ○

モビリティハブの整備数 ○ ○

パーク＆ライド利用者数・設置台数 ○ ○ ○

金沢MaaS取組件数 ○

歩けるまちづくり地区協定数 ○

交通事故死者数・重傷者数 ○ ○

自転車走行指導帯の整備延長 ○ ○

モビリティマネジメント事業の実施件数 ○

路線バス等への環境対応車両の導入台数 ○

A：持続可能な交通ネットワークの形成
B：交通機能の連携強化
C：交通利用環境の向上
D：人が中心となるまちなかの形成
E：交通行動の転換

【２.指標の見える化②】
第三次金沢交通戦略の観測指標や成果指標を中心に「見える化」を検討。
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【２.指標の見える化③】
各々の観測指標、成果指標ごとに基準値、現状地、目標値を表示する。目標を達成しているかどうか分かりやすく可視化する。

基本方針 具体的な施策 最近の取組状況 備考
基準値 現状値 目標値

持続可能な交通ネット
ワークの形成

公共交通重要路線
の定時性の確保

都心軸におけるバスレーン
拡大社会実験（令和5年度）

公共交通平均所要時間
（有松→武蔵区間） 16分 ●●分 ●●分 令和6年度は期間を2か月に

延長し実験予定

金沢市さま案

基本方針 具体的な施策 最近の取組状況
観測指標（アウトプット）

備考
観測指標（アウトプット） 基準値 現状値 目標値

持続可能な交通
ネットワークの形
成

公共交通重要路線
の利便性向上

都心軸におけるバスレーン
拡大社会実験（令和5年度）

公共交通平均所要時間
（有松→武蔵区間）

16分 １６分 R５
短縮
目指す

令和6年度は期間を2
か月に延長し実験予定

公共交通重要路線１時間あた
り便数

1本以上 1本以上 R5
維持・増加
目指す

モビリティハブの整備 モビリティハブの整備数 ０ ０ R5
増加
目指す

鉄道線の利用促進・
利便性向上

パーク＆ライド利用者数・設置
台数

６１３人
（１２９６台）

６８０人
（１３７３台）

R５
増加
目指す

公共シェアサイクル
「まちのり」の充実

モビリティハブの整備 モビリティハブの整備数 ０ ０ R5
増加
目指す

公共交通の担い手
の確保

運転手確保の支援事業実施数 4件 9件 R５
維持・増加
目指す

石川中央都市圏等
の 公共交通ネット
ワーク の充実

公共交通のカバー率 ８４％ ８４％ R6
維持・拡充
目指す
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【２.指標の見える化③】
観測指標と成果指標ごとにパネルを一覧で表示。

指標値の
時系列
チャート

公共交通（都市圏）の収支率

R3 81％
R5 99％ ↑
目標値 100%

公共交通（ふらっとバス）の収支率

R3 29％
R5 37％ ↑
目標値 44％

指標値の
時系列
チャート

公共交通の公的資金投入額

R3 4.2億円
R5 4.1億円 ↓
目標値 2.3億円

バス・鉄道運転手の採用者

R3 13人
R5 28人 ↑
R5～R9 19人

交通機能の連携強化持続可能な交通ネットワークの形成 交通利用環境の向上 人が中心となるまちなかの形成 交通行動の転換

観測指標 成果指標

公共交通の利用者数

R3 86,073人/日
R5 123,452人/日 ↑
目標値 123,000人/日
長期目標 130,000人/日

市内の公共交通分担率

R3 10％
R5 －
目標値 9％以上
長期目標 10％以上

指標値の
時系列
チャート

指標値の
時系列
チャート

まちなか区域の人口密度

R2 66.7人/ha
R5 －
目標値 70.3人/ha

居住誘導区域の人口密度

R2 61.6人/ha
R5 －
目標値 62.9人/ha

住まいの地区の移動満足度

R3 26％
R６ －
目標値 30％以上

まちなかの歩行者・自転車・公共交通分担率

H30 55％
R5 －
目標値 55％以上

指標値の
時系列
チャート

指標値の
時系列
チャート

まちなかの歩行者交通量

R3 81％
R5 99％ ↑
目標値 100％

指標値の
時系列
チャート

すべて

指標値の
時系列
チャート

指標値の
時系列
チャート

指標値の
時系列
チャート
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３.市民意見の収集
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【３.市民意見の収集】
子育て世代を対象にアンケート調査を実施し、公共交通利用の満足度などをリアルタイムに集計。

■目的

子育て環境向上のため、子育て世代の移動状況や公共交通に関する満足度、
公共交通の不満点や利用促進への方策を把握する

■概要
子育て世帯の利用する市の施設に、二次元コード付きのアンケートを

掲示させてもらい、市民ニーズの収集及びリアルタイム集計、可視化を実施
する予定。

■対象施設
子育て施設、児童館、図書館等50施設以上に設置

■把握する項目
・属性
・バス・鉄道の利用状況
・外出の手段と目的
・満足度

・公共交通の不満点や利用促進のための有効な施策
等
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アンケート結果（10月24日時点、抜粋）
● 子育て世代は自動車（運転）で外出することが多い
● 主な交通手段を使う理由として、「早く行けるから」「時間通りに行けるから」と回答する人が多い

【３.市民意見の収集】
子育て世代を対象にアンケート調査を実施し、公共交通利用の満足度などをリアルタイムに集計。
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アンケート結果（10月24日時点、抜粋）

● 公共交通の利用を促進するためには、子育て世代は「支払い手段の充実（QR、クレジットカード、○○PAY等）」が有効と思って
いる人が多い

【３.市民意見の収集】
子育て世代を対象にアンケート調査を実施し、公共交通利用の満足度などをリアルタイムに集計。
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④石川線・バス等乗継円滑化実験〔部会事務局：北陸鉄道株式会社〕 

(1) 実施状況 

  北陸鉄道石川線について、令和４年度に実施した沿線住民への需要調査の結果により、運賃を現行 

よりも低価格に設定することで需要が大きく増加する可能性が明らかになったことから、沿線の自治

体（金沢市、白山市及び野々市市）と連携し、石川線沿線～片町・香林坊・武蔵ヶ辻・金沢駅の間の

乗継利用が最大５割引、かつ、指定区間内が８時間乗り降り自由となる企画乗車券の実験を実施。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．石川線－金沢まちなかマル得きっぷ 
  （野町駅を乗り継ぎ拠点とし、石川線各駅と金沢駅・まちなか

方面との間を利用する方） 
  

 区間：石川線各駅－片町・香林坊・武蔵ヶ辻・金沢駅 

       間のバス（野町駅で乗り換え） 

 時間：利用開始から８時間（区間内乗り降り自由） 

  

 

 

２．石川線・ＩＲ西金半額きっぷ 
 （西金沢駅を乗り継ぎ拠点とし、石川線各駅と金沢駅の間を 

利用する方） 
 
 区間：石川線各駅－金沢駅（西金沢駅で乗り換え） 

 時間：利用開始から８時間（区間内乗り降り自由） 
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(2) 利用状況（令和６年９月末時点） 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※昨年度の同時期（令和５年９月末時点）に比べ、石川線－金沢まちなかマル得きっぷは     

659枚→1,436枚で約２．２倍、石川線・ＩＲ西金半額きっぷは昨年度（新西金沢駅マル得半額きっ

ぷ）の411枚→1,182枚で約２．９倍に増加 

 

 

 

利用駅 
利用枚数 

石川線－金沢まちなかマル得きっぷ 石川線・ＩＲ西金半額きっぷ 

野町 ― 34枚 

西泉 22枚 0枚 

新西金沢 46枚 ― 

押野 2枚 8枚 

野々市 43枚 75枚 

野々市工大前 92枚 47枚 

馬替 86枚 137枚 

額住宅前 56枚 78枚 

乙丸 135枚 90枚 

四十万 181枚 138枚 

陽羽里 16枚 10枚 

曽谷 14枚 23枚 

道法寺 48枚 28枚 

井口 39枚 207枚 

小柳 3枚 16枚 

日御子 18枚 13枚 

鶴来 635枚 278枚 

計 1,436枚 1,182枚 
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⑤のりまっし金沢デジタル乗車券の普及・促進〔部会事務局：北陸鉄道株式会社〕 

(1) 実施状況 

北陸鉄道が導入する新たなキャッシュレス乗車システムでは、デジタル乗車券の二次元コード表示に       

よる乗降判定機能を有しており、令和５年度末を皮切りに順次作業を進めており、今後令和６年度末

に導入予定。 

それに合わせ、のりまっし金沢デジタル乗車券の二次元コード対応（令和７年度予定）のほか、デジ

タル乗車券の更なる利用促進を図るために当該乗車券の市民への普及・促進の取組を引き続き検討す

る。 
 

⑥コンソーシアムの運営 

・令和６年度第１回総会、意見交換会の開催（５月31日） 

・のりまっし金沢の利用状況 

 

(1) 会員数 

区分 R6.9.30現在 R6.3.31現在 増加率 

市内会員数 14,377人 11,998人 120％ 

県内会員数 3,442人 2,553人 135％ 

県外会員数 71,920人 58,147人 124％ 

国外会員数 2,107人 1,257人 168％ 

計 91,846人 73,955人 124％ 

(2) ネイティブアプリDL数 

区分 R6.9.30現在 R6.3.31現在 増加率 

Android 50,241件 41,774件 120％ 

iOS 99,200件 86,400件 115％ 

計 149,441件 128,174件 117％ 
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(3) デジタル乗車券販売枚数 

乗車券名 

４月～９月 

令和６年度 令和５年度  

デジタル乗車券 
販売枚数 

 デジタル乗車券 
販売枚数 

備考 
対前年比 

金沢市内１日フリー乗車券 14,529枚 73％ 19,781枚 R3.10～ 

鉄道全線１日フリー乗車券 104枚 81％ 129枚 R4.1～ 

土日祝限定１日フリーエコきっぷ 

（石川線） 
456枚 140％ 326枚 R4.1～ 

土日祝限定１日フリーエコきっぷ 

（浅野川線） 
369枚 116％ 319枚 R4.1～ 

石川線－金沢まちなかマル得きっ

ぷ 
1,436枚 218％ 659枚 R5.5～ 

石川線・ＩＲ西金半額きっぷ 

（※１） 
1,182枚 288％ 411枚 R5.5～ 

金沢ふらっとバスデジタル回数券 616枚 100％ 619枚 R4.10～ 

小松空港リムジンバスデジタル 

乗車券 
9,237枚 121％ 7,654枚 R4.12～ 

金石・大野周遊シャトルバス 

デジタル乗車券 
21枚 37％ 57枚 

7～9月(R5) 

9月(R6) 

 

     ※１ 令和５年度は「新西金沢駅マル得半額きっぷ」 

※２ 上記のほか、小松基地航空祭シャトルバスデジタル乗車券（9月23日）を販売 
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プロジェクト提案 
  

【発表】 
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提案① のりまっし金沢とまちのりのAPI連携  〔提案者：金沢市〕 

（概要） 

 「のりまっし金沢」とまちのりとのAPI連携を行い、バスの１日フリー乗車券とまちのりの１日パス等を併せて購

入できるようなサービスを提供する。また、将来的にはサブスク的（「まちのり＋バス」）に利用することを想定し

たシステムの構築について議論する。 

（得られる効果） 

それぞれのシステムごとに料金を支払うことなく、一度の導入操作で購入することで利用者の増加及び利便性  

向上を図る。 

（その他） 

今後１カ月単位で鉄道・バス・まちのりが追加料金なしで利用できるなどのサービス提供を関係者で協議していく 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イメージとして横浜ベイバイクの場合 
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のりまっし金沢とまちのりのAPI連携部会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、金沢ＭａａＳコンソーシアム規約（以下「規約」という。）第13条の規定に基づき、金沢ＭａａＳコンソーシ

アム（以下「コンソーシアム」という。）として検討するプロジェクト（以下「プロジェクト」という。）の作業部会に関し、必

要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 のりまっし金沢とまちのりのAPI連携部会（以下「本部会」という。）は、コンソーシアムが今後優先して検討すべき事項

のうち、Ａ公共交通利便性の向上に関し検討することを目的とする。 

（検討事項） 

第３条 本部会は、次に掲げる事項を検討する。 

(1) のりまっし金沢とまちのりのAPI連携に関すること。 

(2) 上記のほか、「Ａ公共交通利便性の向上」に関し、本部会が必要と認める事項 

（組織） 

第４条 本部会は、部会長及び部会員で組織する。 

２ 部会長は、規約第13条第３項の規定に基づき、金沢市都市政策局交通政策課長をもって充てる。 

３ 部会事務局は、金沢市都市政策局交通政策課に置く。 

４ 部会事務局に部会事務局長を置き、金沢市都市政策局交通政策課長をもって充てる。 

５ 部会員は、金沢市、北陸鉄道㈱、㈱ホクリクコム、㈱日本海コンサルタント及び㈱ドコモ・バイクシェアで構成する。 

（所掌事務） 

第５条 部会長は規約第13条第３項各号に規定する事務を所掌する。 

２ 部会事務局長は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 会議運営事務及び庶務に関すること。 

(2) 部会事務局の運営に関すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、本部会の運営に関し必要な事項 

（報告） 

第６条 規約第13条第８項の規定に基づく幹事会から報告の要請があった場合には、規約同条第９項に基づき、速やかに報告しな

ければならない。 

附 則 

 この規程は、令和６年10月３日から施行する。 
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提案② AIチャットボットによる金沢来訪者への案内強化策について  〔提案者：北陸鉄道㈱〕  

（概要） 

「のりまっし金沢」などに生成AIも見据えたチャットボットを導入することで、金沢来訪者自身が現在地から目

的地までの公共交通利用に関する移動情報の他、リアルタイムな運行情報、観光情報も取得できるようにする。 

回答内容の正確性など技術的課題が多くあるが、具現化に向けて進めていく。 

（得られる効果） 

インバウンドを含む金沢来訪者が移動への不安なく快適に観光できる環境を創出するとともに、公共交通のイメ

ージ向上及び利用促進に繋げる。 
                                

                      

   

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

今から兼六園に行きたい。 
 

今から一番早いのは 

金沢駅東口６番乗り場から  

〇〇時〇〇分発の東部車庫 

行きに乗車し、兼六園下で 

下車して下さい。 

運賃は２１０円です。 

 

1日で兼六園とひがし茶屋街と

武家屋敷を観光するプランを

提案してほしい。 

 

最初に金沢駅東口６番乗り場

から、〇〇時〇〇分発の東部

車庫行きに乗車し、兼六園下

で下車して下さい。 

次に、○○○○〇○○○ 

○○○〇○○○〇○○○〇 

○○○〇○○○〇○○○〇 

○○○〇○○○〇○○○〇 

○○○〇○○○〇○○○〇 

イメージ案①   イメージ案②  

兼六園に行
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AIチャットボットによる金沢来訪者への案内強化部会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、金沢ＭａａＳコンソーシアム規約（以下「規約」という。）第13条の規定に基づき、金沢ＭａａＳコンソーシ

アム（以下「コンソーシアム」という。）として検討するプロジェクト（以下「プロジェクト」という。）の作業部会に関し、必

要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 AIチャットボットによる金沢来訪者への案内強化部会（以下「本部会」という。）は、コンソーシアムが今後優先して検討

すべき事項のうち、Ａ公共交通利便性の向上に関し検討することを目的とする。 

（検討事項） 

第３条 本部会は、次に掲げる事項を検討する。 

(1) AIチャットボットによる金沢来訪者への案内強化に関すること。 

(2) 上記のほか、「Ａ公共交通利便性の向上」に関し、本部会が必要と認める事項 

（組織） 

第４条 本部会は、部会長及び部会員で組織する。 

２ 部会長は、規約第13条第３項の規定に基づき、北陸鉄道㈱企画開発部部長をもって充てる。 

３ 部会事務局は、北陸鉄道㈱に置く。 

４ 部会事務局に部会事務局長を置き、北陸鉄道㈱企画開発部部長をもって充てる。 

５ 部会員は、北陸鉄道㈱、金沢市、㈱ホクリクコムで構成する。 

（所掌事務） 

第５条 部会長は規約第13条第３項各号に規定する事務を所掌する。 

２ 部会事務局長は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 会議運営事務及び庶務に関すること。 

(2) 部会事務局の運営に関すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、本部会の運営に関し必要な事項 

（報告） 

第６条 規約第13条第８項の規定に基づく幹事会から報告の要請があった場合には、規約同条第９項に基づき、速やかに報告しな

ければならない。 

附 則 

 この規程は、令和６年10月３日から施行する。 
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